
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

保

健

福

祉

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

指

定

介

護

予

防

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

保

安

林

の

解

除

予

定

治

山

課

【

公

告

】

○

県

営

土

地

改

良

事

業

廃

止

処

理

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

変

更

計

画

の

縦

覧

〃

○

農

業

振

興

地

域

の

区

域

の

変

更

農

村

振

興

課

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

一

般

競

争

入

札

の

実

施

用

度

課

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

三

分

の

一

の

数

選

挙

管

理

委

員

会

岡

山

県

公

報

平成２９年１２月２２日 第１１９５１号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
四
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
九
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
福
祉
避
難
所
設
置
促
進
事
業
費
補
助
金
の
項
、
平
成
十
六
年
台
風
第
十

六
号
災
害
に
係
る
災
害
援
護
資
金
貸
付
金
利
子
補
給
補
助
金
の
項
及
び
岡
山
県
福
祉
事
業
団
育
成
強
化

費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
同
部
岡
山
県
社
会
福
祉
事
業
助
成
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

岡
山
県
福
祉
・

福
祉
・
介
護
人

県
内
の

福
祉
・
介
護
職
場
体

選
定
額
と
総
事
業
費

介
護
職
場
体
験

材
の
確
保

社
会
福

験
事
業

か
ら
寄
附
金
等
を
控

事
業
費
補
助
金

祉
施
設

除
し
た
額
と
の
い
ず

等
の
運

れ
か
少
な
い
額

営
者

岡
山
県
キ
ャ
リ

福
祉
・
介
護
人

県
内
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
訪
問

選
定
額
と
総
事
業
費

ア
形
成
訪
問
指

材
の
確
保

介
護
福

指
導
事
業

か
ら
寄
附
金
等
を
控

導
事
業
費
補
助

祉
士
養

除
し
た
額
と
の
い
ず

金

成
施
設

れ
か
少
な
い
額

等
を
設

置
す
る

団
体
、

福
祉
・

介
護
関

係
職
能

団
体
そ

の
他
知

事
が
適
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当
と
認

め
る
団

体

岡
山
県
福
祉
・

福
祉
・
介
護
人

県
内
の

福
祉
・
介
護
人
材
参

選
定
額
と
総
事
業
費

介
護
人
材
参
入

材
の
確
保

介
護
福

入
促
進
事
業

か
ら
寄
附
金
等
を
控

促
進
事
業
費
補

祉
士
養

除
し
た
額
と
の
い
ず

助
金

成
施
設

れ
か
少
な
い
額

等
を
設

置
す
る

団
体
、

福
祉
・

介
護
関

係
職
能

団
体
そ

の
他
知

事
が
適

当
と
認

め
る
団

体

岡
山
県
福
祉
・

福
祉
・
介
護
人

岡
山
県

福
祉
・
介
護
人
材
確

定
額
。
た
だ
し
、
一

介
護
人
材
確
保

材
の
確
保

福
祉
・

保
対
策
推
進
事
業

事
業
当
た
り
二
百
万

対
策
推
進
補
助

介
護
人

円
を
限
度
と
す
る
。

金

材
確
保

対
策
推

進
協
議

会
の
構

成
員
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岡
山
県
外
国
人

外
国
人
介
護
福

県
内
の

外
国
人
介
護
福
祉
士

選
定
額
と
総
事
業
費

介
護
福
祉
士
候

祉
士
候
補
者
の

社
会
福

候
補
者
受
入
施
設
学

か
ら
寄
附
金
等
を
控

補
者
受
入
施
設

円
滑
な
就
労
及

祉

施

習
支
援
事
業

除
し
た
額
と
の
い
ず

学
習
支
援
事
業

び
研
修
の
実
現

設
、
介

れ
か
少
な
い
額

費
補
助
金

護
福
祉

士
等
養

成
施
設

等
の
運

営
者

岡
山
県
「
介
護

福
祉
・
介
護
人

県
内
の

「
介
護
の
日
」
啓
発

選
定
額
と
総
事
業
費

の
日
」
啓
発
イ

材
の
確
保

福
祉
・

イ
ベ
ン
ト
支
援
事
業

か
ら
寄
附
金
等
を
控

ベ
ン
ト
支
援
事

介
護
関

除
し
た
額
と
の
い
ず

業
費
補
助
金

係
職
能

れ
か
少
な
い
額

団
体

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
動
物
愛
護
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
及
び
岡
山
県
食
品
衛
生
普
及
事
業

補
助
金
の
項
を
削
り
、
同
部
岡
山
県
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
費
補
助
金
の
項
中

「

市
町
村

岡
山
県
学
童
地
域
支

「

（
指
定

援
事
業

市
町
村

１

岡
山
県
学
童
地

都
市
を

（
指
定

域
支
援
事
業

。
）

都
市
及

２

岡
山
県
放
課
後

除
く

び
中
核

児
童
ク
ラ
ブ
障
害

市
を
除

児
受
入
サ
ポ
ー
ト

を

に
改
め
、
同
部

市
町
村

１

岡
山
県
放
課
後

（
指
定

児
童
ク
ラ
ブ
障
害

く

）

事
業

。

都
市
及

児
受
入
サ
ポ
ー
ト

３

岡
山
県
放
課
後

び
中
核

事
業

児
童
ク
ラ
ブ
学
習

市
を
除

２

岡
山
県
放
課
後

支
援
事
業

く

）

児
童
ク
ラ
ブ
学
習

。
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支
援
事
業

」

」

岡
山
県
特
別
保
育
事
業
費
等
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
休
日
・

保
育
所
等
に
お

市
町
村

１

の
び
の
び
保
育

補
助
基
本
額
の
二
分

病
児
保
育
事
業

け
る
休
日
保
育

（
指
定

推
進
事
業
（
休
日

の
一
以
内

費
補
助
金

及
び
病
児
保
育

都
市
及

保
育
）

の
円
滑
な
推
進

び
中
核

２

働
く
お
と
う
さ

市
を
除

ん
・
お
か
あ
さ
ん

く

）

応
援
事
業
（
病
児

。

保
育
）

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
中

「

を

市
町
村

保
育
体
制
強
化
事
業

補
助
基
本
額
の
四
分

の
一

」

「

市
町
村

保
育
体
制
強
化
事
業

補
助
基
本
額
の
四
分

の
一

市
町
村

医
療
的
ケ
ア
児
保
育

補
助
基
本
額
の
四
分

（
指
定

支
援
モ
デ
ル
事
業

の
三

に
改
め
、
同
部
岡
山
県
安
心
こ
ど
も

都
市
及

び
中
核

市
を
除

く

）
。

」

「

市
町
村

保
育
所
緊
急
整
備
事
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業
等

市

町

児
童
養
護
施
設
等
の

村
、
社

施
設
内
遊
具
の
安
全

基
金
特
別
対
策
事
業
費
補
助
金
の
項
中

会
福
祉

対
策
事
業
等

を

法
人
等

指
定
都

不
妊
に
悩
む
方
へ
の

市
及
び

特
定
治
療
支
援
事
業

中
核
市

」

「

市
町
村

保
育
所
緊
急
整
備
事

に

「
事
業
ご
と
」
を
「
補
助
基
本
額
に
事
業
ご
と
」
に
、

業
等

、

」

「
率
」
を
「
率
を
乗
じ
て
得
た
額
以
内
」
に
改
め
、
同
部
岡
山
県
少
子
化
対
策
強
化
交
付
金
の
項
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
県
は
た
ら

社
会
全
体
で
支

知
事
が

１

男
性
育
児
休
業

定
額

く
パ
パ
た
ち
の

え
合
い
な
が
ら

別
に
定

奨
励
金

育
休
等
奨
励
金

子
育
て
を
す
る

め
る
要

２

孫
育
て
休
暇
奨

環
境
づ
く
り
の

件
に
該

励
金

推
進

当
す
る

事
業
主

岡
山
県
子
ど
も

市
町
村
が
行
う

市
町
村

子
ど
も
・
子
育
て
支

補
助
基
本
額
の
三
分

・
子
育
て
支
援

地
域
子
ど
も
・

援
法
（
平
成
二
十
四

の
一

交
付
金

子
育
て
支
援
事

年
法
律
第
六
十
五
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業
の
推
進

号
）
第
五
十
九
条
に

規
定
す
る
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事

業
（
同
条
第
十
三
号

に
掲
げ
る
事
業
を
除

く

）
。

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
少
子
化
対
策
重
点
推
進
交
付
金
の
項
中
「
補
助
基
本
額
の
十
分
の
十
」

を
「
定
額
」
に
改
め
、
同
部
岡
山
県
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

岡
山
県
被
災
者

東
日
本
大
震
災

市
町
村

保
育
料
等
減
免
事
業

定
額

支
援
総
合
交
付

に
よ
り
被
災
し

金

た
子
ど
も
に
対

す
る
支
援

岡
山
県
保
育
士

保
育
人
材
の
確

知
事
が

保
育
士
就
職
準
備
金

定
額

就
職
準
備
金
貸

保

適
当
と

貸
付
事
業

付
事
業
（
岡
山

認
め
る

県
が
適
当
と
認

団
体

め
る
団
体
実
施

分
）
補
助
金

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

岡
山
県
ひ
と
り

ひ
と
り
親
家
庭

市
町
村

子
ど
も
の
生
活
・
学

補
助
基
本
額
の
四
分

親
家
庭
の
子
ど

の
子
ど
も
の
生

（
指
定

習
支
援
事
業

の
三

も
の
生
活
・
学

活
の
向
上

都
市
及

習
支
援
事
業
費

び
中
核
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補
助
金

市
を
除

く

）
。

岡
山
県
ひ
と
り

ひ
と
り
親
家
庭

社
会
福

岡
山
県
ひ
と
り
親
家

定
額

親
家
庭
高
等
職

の
親
の
自
立
の

祉
法
人

庭
高
等
職
業
訓
練
促

業
訓
練
促
進
資

促
進

岡
山
県

進
資
金
貸
付
事
業

金
貸
付
事
業
補

社
会
福

助
金

祉
協
議

会

表
保
健
福
祉
部
の
部
岡
山
県
児
童
虐
待
・
Ｄ
Ｖ
対
策
等
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

岡
山
県
次
世
代

児
童
養
護
施
設

児
童
養

児
童
養
護
施
設
等
の

補
助
基
本
額
の
四
分

育
成
支
援
対
策

等
の
防
犯
対
策

護
施
設

防
犯
対
策
を
強
化
す

の
三
以
内

施
設
整
備
費
補

の
強
化

等
の
設

る
工
事

助
金
（
児
童
虐

置
者

待
防
止
対
策
等

に
係
る
分
）

表
保
健
福
祉
部
の
部
国
民
健
康
保
険
組
合
事
務
費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
同
部
岡
山
県
地
域
包
括
ケ

「

ア
体
制
づ
く
り
市
町
村
支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
中

を

補
助
基
本
額
の
二
分

の
一

」

「

一

一
般
分

補
助
基
本
額
の

に
改
め
る
。

二
分
の
一

二

特
別
分
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補
助
基
本
額
の

十
分
の
十

」
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
五
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申

請
の

概
要

申
請

者
の

氏
名

又
は

名
称

及
び

住
所

並
び

に
法

人
に

あ
て

は
そ

の
代

表
者

の
氏

名
(
1
)

っ

名
称

株
式

会
社

大
市

珍
味

住
所

大
阪

府
大

阪
市

東
住

吉
区

住
道

矢
田

４
丁

目
６

番
号

4
1

氏
名

代
表

取
締

役
楢

崎
眞

治

工
場

又
は

事
業

場
の

名
称

及
び

所
在

地
(
2
)名

称
株

式
会

社
大

市
珍

味
岡

山
工

場

1
5

所
在

地
苫

田
郡

鏡
野

町
市

場
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設 新 設

18の２－ロ 18の２－ロ 18の２－ロ 18の２－ロ
冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の

種 類 用に供する湯煮施設 用に供する湯煮施設 用に供する湯煮施設 用に供する湯煮施設
（Ｋ－１） （Ｋ－２，Ｋ－３） （Ｋ－４） （Ｋ－５，Ｋ－６）

能 力 500Ｌ 400Ｌ／基 600Ｌ 200Ｌ／基

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続８時間 同左 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 5 10 計8 計16 6 12 計4 計8
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～8.0 6.0～8.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 800 1,000
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 500 700

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 500 700 同左 同左 同左

油 分（㎎／Ｌ） 20 50

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 50 70

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 30 50

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 新 設 新 設 新 設 新 設

18の２－ハ 18の２－ハ 18の２－ハ 18の２－ハ
冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の

種 類 用に供する洗浄施設 用に供する洗浄施設 用に供する洗浄施設 用に供する洗浄施設
（Ｍ－１） （Ｙ－１） （Ｙ－２） （Ｓ－１）

能 力 4,420Ｌ／回 130Ｌ／回 130Ｌ／回 768Ｌ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設 同左 同左 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ ２回／月，１時間 ２回／週，８時間 ３回／週，８時間 １時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 6 10 2 3 4 8 1 2
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～8.0 6.0～8.0 同左 6.0～8.0 6.0～8.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 300 500 50 100 100 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 300 500 50 100 100 200

Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 50 200 10 20 同左 100 200

油 分（㎎／Ｌ） 10 50 5 10 10 20

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 10 15 3 5
同左

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 1 2 1 2

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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区 分 新 設 新 設

18の２－ハ 18の２－ハ
冷凍調理食品製造業の 冷凍調理食品製造業の

種 類 用に供する洗浄施設 用に供する洗浄施設
（Ｓ－２） （Ｓ－３）

能 力 1,408Ｌ 1,200Ｌ

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設 同左

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設 同左

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ １時間 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 2 4
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.0～8.0 6.0～8.0
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 100 200
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 100 200

同左
Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 100 200

油 分（㎎／Ｌ） 10 20

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 3 5

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 1 2

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

区 分 新 設

工 場 又 は 事 業 場 に お け る 施 設 番 号 排水処理施設Ｎｏ．１

種 類 及 び 型 式 ＨＵＥＮＳ社連続式

構 造 鉄筋コンクリート造

主 要 寸 法 Ｗ24,250ｍｍ×Ｌ12,200ｍｍ×Ｈ6,100ｍｍ

能 力 200㎥／日

旋回噴流式オゾン処理＋多重管型接触酸化処理処 理 の 方 法
＋接触ばっ気方式

工 事 着 手 予 定 年 月 日 既設

工 事 完 成 予 定 年 月 日 既設

使 用 開 始 予 定 年 月 日 許可後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続24時間
の概要

使用時における 処 理 前 処 理 後
当該汚水等の処 区 分
理施設による処 通 常 最 大 通 常 最 大
理前及び処理後
の汚水等の汚染 水 量（㎥／日） 91 200
状態の通常の値 同左
及び最大の値並 ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6
びに当該汚水等
の通常の量及び ＢＯＤ（mg／Ｌ） 300 500 30 50
最大の量

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 300 500 20 30

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 50 200 30 40

油 分（mg／Ｌ） 10 50 2 5

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 30 40 9 15

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 20 25 0.8 1

大腸菌群数（個／㎤） 無数 無数 0 3,000以下
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(5) 排水口に関する事項

Ｎｏ．２～６，Ｎｏ．排 水 口 番 号 Ｎｏ．１ Ｎｏ．７
８～27（雨水）

新 設 新 設 新 設
区 分

通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大

水 量（㎥／日） 91 200 0.5 1.5 0 0

ｐ Ｈ 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 5.8～8.6 - -

ＢＯＤ（mg／Ｌ） 30 50 60 90 - -

ＣＯＤ（mg／Ｌ） 20 30 20 30 - -

Ｓ Ｓ（mg／Ｌ） 30 40 40 50 - -

油 分（mg／Ｌ） 2 5 2 5 - -

Ｔ－Ｎ（mg／Ｌ） 9 15 120 160 - -

Ｔ－Ｐ（mg／Ｌ） 0.8 1 1 3 - -

0 3,000以下 0 3,000以下 - -大腸菌群数（個／㎤）

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成29年12月22日から平成30年１月12日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び鏡野町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
六
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
百
十
五
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二

二
四

四
〇

－
－

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

社
会
福
祉
法
人
陽
光
会

２

所
在
地

岡
山
県
玉
野
市
玉
原
二

二
四

四
〇

－
－

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
九
年
十
二
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
〇
四
〇
〇
三
七
〇

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
農
林
水
産
大
臣

か
ら
次
の
と
お
り
保
安
林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

新
見
市
神
郷
釜
村
字
井
手
山
六
〇
六
の
九
、
六
〇
六
の
一
一
、
六
〇
六
の
一
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め
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第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準

〔
五
三
〇
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

、

中
山
間
地

用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
廃
止
処
理
計
画
（

を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦

域
総
合
整
備

川
上
地
区
（
ほ
場
整
備
野
呂
地
区

）
）

覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業
廃
止
処
理
計
画
書

中
山
間
地
域
総
合
整
備

川
上
地
区
（
ほ
場
整
備
野
呂

（

地
区

）
）

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
二
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

高
梁
市
産
業
経
済
部
西
部
土
木
事
務
所
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第
八
十
八
条
第
六
項
に
お
い
て
準

〔
五
三
一
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）

用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り

県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

、

計
画
を
変
更
し
た
の
で
、
関
係
書
類

川
上
地
区
（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
音
藤
地
区
・
北
地
区

）
）

を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
土
地
改
良
事
業

川
上
地
区
（
農
業
用
用
排
水
施
設
整
備
音
藤
地

（
中
山
間
地
域
総
合
整
備

区
・
北
地
区

）
変
更
計
画
書

）

二

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
年
一
月
十
二
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

高
梁
市
産
業
経
済
部
西
部
土
木
事
務
所
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〔
五
三
二
〕
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
八
号
）
第
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
振
興
地
域
の
区
域
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

倉
敷
農
業
振
興
地
域
、
船
穂
農
業
振
興
地
域
及
び
真
備
農
業
振
興
地
域
を
倉
敷
農
業
振
興
地
域
と
し
、

そ
の
区
域
を
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。

（

次
の
図
」
は
省
略
し
、
そ
の
関
係
図
書
を
岡
山
県
農
林
水
産
部
農
村
振
興
課
に
備
え
置
い
て
一

「

般
の
縦
覧
に
供
す
る

）
。
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〔
五
三
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
井
原
市
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が

あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

井
原
市
岩
倉
地
内

公
共
測
量
（
二
級
基
準
点
測
量
）

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
日
か
ら

平
成
三
十
年
三
月
三
十
日
ま
で
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〔
五
三
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
南
溝
手
字
新
町
南
四
〇
七

五

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
地
頭
片
山
七
〇

二
ポ
ム
・
ダ
ム
ー
ル
Ｃ
二
〇
五
号

－

奥
山

翔
太

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
七
号
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五
三
五

政
府
調
達
に
関
す
る
協
定
の
適
用
を
受
け
る
調
達
に
つ
い
て

次
の
と
お
り
一
般
競
争
入

〔
〕

、

。

札
を
実
施
す
る

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
調

達
内

容

(
1
)

借
入

件
名

及
び

数
量

庁
用

自
動

車
リ

ー
ス

（
小

型
貨

物
自

動
車

）
2
7
台

(
2
)

借
入

物
品

の
特

質
等

庁
用

自
動

車
リ

ー
ス

業
務

（
小

型
貨

物
自

動
車

）
2
7
台

入
札

説
明

書
（

以
下

「
入

札
説

明
書

」

と
い

う
）

及
び

車
両

リ
ー

ス
仕

様
書

（
以

下
「

仕
様

書
」

と
い

う
）

に
よ

る
。

。
。

(
3
)

納
入

期
限

平
成

3
0
年

４
月

２
日

（
月

）
2
6
台

平
成

3
0
年

６
月

１
日

（
金

）
１

台

(
4
)

借
入

期
間

平
成

3
0
年

４
月

１
日

か
ら

平
成

3
9
年

５
月

3
1
日

ま
で

(
5
)

借
入

場
所

入
札

説
明

書
に

よ
る

。

(
6
)

入
札

方
法

入
札

金
額

は
，

全
て

の
リ

ー
ス

物
件

の
本

体
価

格
の

ほ
か

，
輸

送
費

及
び

仕
様

書
に

記
載

す
る

作
業

等
に

要
す

る
リ

ー
ス

契
約

期
間

中
の

一
切

の
諸

経
費

を
含

め
た

額
と

す
る

。
な

お
，

落
札

決

定
に

当
た

っ
て

は
，

入
札

書
に

記
載

さ
れ

た
金

額
に

当
該

金
額

の
1
0
0
分

の
８

に
相

当
す

る
額

を

加
算

し
た

金
額

（
当

該
金

額
に

１
円

未
満

の
端

数
が

あ
る

と
き

は
，

そ
の

端
数

金
額

を
切

り
捨

て

る
も

の
と

す
る

）
を

も
っ

て
落

札
価

格
と

す
る

の
で

，
入

札
者

は
，

消
費

税
及

び
地

方
消

費
税

。

に
係

る
課

税
事

業
者

で
あ

る
か

免
税

事
業

者
で

あ
る

か
を

問
わ

ず
，

見
積

も
っ

た
契

約
金

額
の

1
0
8
分

の
1
0
0
に

相
当

す
る

金
額

を
入

札
書

に
記

載
す

る
こ

と
。

２
競

争
入

札
参

加
資

格

次
の

要
件

の
い

ず
れ

に
も

該
当

す
る

者
と

す
る

。

(
1
)

平
成

2
9
年

度
に

県
が

発
注

す
る

物
品

の
調

達
契

約
で

あ
っ

て
地

方
公

共
団

体
の

物
品

等
又

は
特

定
役

務
の

調
達

手
続

の
特

例
を

定
め

る
政

令
（

平
成

７
年

政
令

第
3
7
2
号

）
の

規
定

が
適

用
さ

れ

る
契

約
に

係
る

競
争

入
札

に
参

加
す

る
者

に
必

要
な

資
格

（
平

成
2
9
年

岡
山

県
告

示
第

5
8
号

（
物
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品
の

売
買

，
修

理
等

の
調

達
契

約
に

係
る

競
争

入
札

の
参

加
資

格
，

資
格

審
査

の
申

請
手

続
等

。

以
下

「
資

格
告

示
」

と
い

う
）

に
定

め
る

資
格

を
い

う
）

を
得

て
い

る
者

で
，

格
付

区
分

が
。

。

Ａ
で

あ
る

も
の

で
あ

る
こ

と
。

(
2
)

地
方

自
治

法
施

行
令

（
昭

和
2
2
年

政
令

第
1
6
号

）
第

1
6
7
条

の
４

第
２

項
の

規
定

に
該

当
し

な

い
者

で
あ

る
こ

と
。

(
3
)

オ
ー

ト
リ

ー
ス

業
務

及
び

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

リ
ー

ス
業

務
を

行
っ

て
い

る
業

者
で

あ
る

こ
と

。

３
競

争
入

札
参

加
資

格
の

申
請

手
続

こ
の

一
般

競
争

入
札

へ
の

参
加

を
希

望
す

る
者

で
，

２
(
1
)
の

資
格

を
得

て
い

な
い

も
の

は
，

資

格
告

示
に

基
づ

き
申

請
手

続
を

行
う

こ
と

。

(
1
)

申
請

書
の

入
手

先
，

提
出

先
及

び
問

い
合

わ
せ

先

〒
7
0
0
－

8
5
7
0

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
管

理
班

（
岡

山
県

庁
２

階
）

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
3
7

(
2
)

申
請

書
の

提
出

期
限

平
成

3
0
年

２
月

２
日

（
金

）
正

午

４
契

約
条

項
を

示
す

場
所

等

(
1
)

契
約

条
項

を
示

す
場

所
，

入
札

説
明

書
等

の
交

付
場

所
及

び
問

い
合

わ
せ

先

〒
7
0
0
－

8
5
7
0

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
管

理
班

（
岡

山
県

庁
２

階
）

電
話

（
0
8
6
）

2
2
6
－

7
5
3
7

(
2
)

入
札

説
明

書
等

の
交

付
期

間
及

び
交

付
方

法

ア
交

付
期

間

平
成

2
9
年

1
2
月

2
2
日

（
金

）
か

ら
平

成
3
0
年

２
月

２
日

（
金

）
ま

で
（

岡
山

県
の

休
日

を
定

め
る

条
例

（
平

成
元

年
岡

山
県

条
例

第
２

号
）

第
１

条
第

１
項

に
規

定
す

る
県

の
休

日
を

除

く
）

。

イ
交

付
方

法

(
1
)
の

場
所

に
て

交
付

す
る

。

ま
た

，
郵

送
に

よ
る

交
付

を
希

望
す

る
場

合
は

，
交

付
に

必
要

な
期

間
を

十
分

に
考

慮
し

，

，
。

，
返

信
用

封
筒

及
び

返
信

に
必

要
な

切
手

等
を

同
封

し
(
1
)
の

場
所

に
請

求
す

る
こ

と
な

お

交
付

す
る

入
札

説
明

書
等

は
，

縦
2
9
7
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
，

横
2
1
0
ミ

リ
メ

ー
ト

ル
，

重
さ

1
2
0
グ
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ラ
ム

で
あ

る
の

で
，

注
意

す
る

こ
と

。

(
3
)

入
札

書
の

提
出

方
法

入
札

書
の

提
出

は
，

持
参

又
は

郵
便

若
し

く
は

信
書

便
に

よ
る

送
付

（
以

下
「

郵
送

等
」

と
い

う
）

に
よ

る
も

の
と

す
る

が
，

持
参

が
望

ま
し

い
。

。

(
4
)

入
札

及
び

開
札

の
日

時
及

び
場

所

ア
入

札
日

時

平
成

3
0
年

２
月

８
日

（
木

）
1
3
時

3
0
分

，
，

（
）

。
た

だ
し

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
同

月
７

日
水

1
7
時

を
受

領
期

限
と

す
る

イ
場

所

岡
山

市
北

区
内

山
下

二
丁

目
４

番
６

号

岡
山

県
出

納
局

用
度

課
地

下
１

階
入

札
室

た
だ

し
，

郵
送

等
に

よ
る

場
合

に
あ

っ
て

は
，

(
1
)
の

場
所

に
提

出
す

る
も

の
と

す
る

。

ウ
そ

の
他

持
参

の
場

合
に

あ
っ

て
は

，
入

札
開

始
前

及
び

開
札

開
始

後
に

お
い

て
は

，
入

札
書

の
提

出

を
受

け
付

け
な

い
。

５
入

札
者

に
要

求
さ

れ
る

事
項

こ
の

一
般

競
争

入
札

に
参

加
を

希
望

す
る

者
は

，
一

般
競

争
入

札
参

加
申

出
書

及
び

入
札

説
明

書

で
指

定
す

る
添

付
書

類
を

平
成

3
0
年

２
月

２
日

（
金

）
1
7
時

ま
で

に
，

４
(
1
)
の

場
所

に
提

出
（

郵

送
等

に
よ

る
も

の
を

含
む

）
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
。

ま
た

，
入

札
参

加
希

望
者

は
，

契
約

担
当

者
か

ら
提

出
し

た
書

類
等

に
関

し
説

明
を

求
め

ら
れ

た

場
合

に
は

，
そ

れ
に

応
じ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。

６
そ

の
他

(
1
)

入
札

及
び

契
約

手
続

に
お

い
て

使
用

す
る

言
語

及
び

通
貨

日
本

語
及

び
日

本
国

通
貨

(
2
)

入
札

保
証

金

（
）

。
岡

山
県

財
務

規
則

昭
和

6
1
年

岡
山

県
規

則
第

８
号

第
1
3
1
条

及
び

第
1
3
3
条

の
規

定
に

よ
る

(
3
)

契
約

保
証

金

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
5
3
条

及
び

第
1
5
5
条

の
規

定
に

よ
る

。

(
4
)

入
札

の
無

効

こ
の

公
告

に
示

し
た

競
争

入
札

参
加

資
格

の
な

い
者

の
し

た
入

札
，

入
札

者
に

求
め

ら
れ

る
義
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務
を

履
行

し
な

か
っ

た
者

の
し

た
入

札
そ

の
他

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
4
0
条

各
号

に
掲

げ
る

入
札

に
係

る
入

札
書

は
，

無
効

と
す

る
。

(
5
)

契
約

書
作

成
の

要
否

要

(
6
)

落
札

者
の

決
定

方
法

岡
山

県
財

務
規

則
第

1
3
7
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
決

定
さ

れ
た

予
定

価
格

の
制

限
の

範
囲

内

で
最

低
の

価
格

を
も

っ
て

有
効

な
入

札
を

行
っ

た
者

を
落

札
者

と
す

る
。

(
7
)

そ
の

他

詳
細

は
，

入
札

説
明

書
に

よ
る

。

７
S
u
m
m
a
r
y

(
1
)

N
a
m
e

a
n
d

q
u
a
n
t
i
t
y

o
f

t
h
e

p
r
o
d
u
c
t
s

t
o

b
e

l
e
a
s
e
d

:

2
7

v
e
h
i
c
l
e
s

(
2
)

D
e
l
i
v
e
r
y

d
a
t
e

:

B
y

２
A
p
r
i
l

（
M
o
n
d
a
y
）

,
2
0
1
8

（
2
6

v
e
h
i
c
l
e
s
）

B
y

１
J
u
n
e

（
F
r
i
d
a
y
）

,
2
0
1
8

（
１

v
e
h
i
c
l
e
）

(
3
)

L
e
a
s
e

p
e
r
i
o
d

:

F
r
o
m

１
A
p
r
i
l
,

2
0
1
8

t
o

3
1

M
a
y
,

2
0
2
7

(
4
)

D
e
l
i
v
e
r
y

p
l
a
c
e

:

S
p
e
c
i
f
i
e
d

i
n

t
h
e

b
i
d

e
x
p
l
a
n
a
t
i
o
n

f
o
r
m

(
5
)

T
i
m
e

l
i
m
i
t

f
o
r

t
e
n
d
e
r

:

１
:
3
0

P
.
M
.

８
F
e
b
r
u
a
r
y
（

T
h
u
r
s
d
a
y
）

,
2
0
1
8

(
6
)

C
o
n
t
a
c
t

p
o
i
n
t

f
o
r

t
h
e

n
o
t
i
c
e

:

O
k
a
y
a
m
a

P
r
e
f
e
c
t
u
r
a
l

G
o
v
e
r
n
m
e
n
t

O
f
f
i
c
e
,

T
r
e
a
s
u
r
y

B
u
r
e
a
u
,

O
f
f
i
c
e

S
u
p
p
l
i
e
s

D
i
v
i
s
i
o
n

２
－

４
－

６
,

U
c
h
i
s
a
n
g
e
,

K
i
t
a
－

k
u
,

O
k
a
y
a
m
a
－

s
h
i
,

O
k
a
y
a
m
a
－

k
e
n
,

7
0
0
－

8
5
7
0
,

J
a
p
a
n

T
E
L

0
8
6
－

2
2
6
－

7
5
3
7
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◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
八
十
四
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
九
十
九
条
第
二
項
に
規
定
す
る
岡
山
海
区
漁

業
調
整
委
員
会
の
委
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
は
、
七
四
四
で
あ
る
。

平
成
二
十
九
年
十
二
月
二
十
二
日

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

藤

原

健

補
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